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ての千葉県には海, 山, 河川, 沼沢等, 多様な美
しい景観が存在していた｡ しかし, 気づいてみる
と, 千葉県は全国でゴルフ場の数が 3位(1), 全国










然公園の現地調査は 2005年 5月より 7月にかけ




千葉県は 1935 (昭和 10) 年に全国に先駆けて
地域制(3) の自然公園の条例を制定し, 手賀沼, 鹿
































南 房 総 国 定 公 園 S. 33. 8. 1 5,690 1,691
水 郷 筑 波 国 定 公 園 S. 34. 3. 3
茨城県 24,309 13,695
千葉県 3,145 3,218







養老渓谷奥清澄自然公園 S. 10. 8. 9 2,790 715
九 十 九 里 自 然 公 園 S. 10. 8. 9 3,253 3,719
印 旛 手 賀 自 然 公 園 S. 27. 10. 24 6,606 201
高 宕 山 自 然 公 園 S. 10. 8. 9 2,342 589
嶺 岡 山 系 自 然 公 園 S. 10. 8. 9 1,574 114
富 山 自 然 公 園 S. 26. 3. 3 676 293
大 利 根 自 然 公 園 S. 10. 7. 5 503 4
笠 森 舞 鶴 自 然 公 園 S. 41. 3. 8 1,948 156
小 計 19,692 5,791
















表 2と 3は, 2001年度から 2005年度の千葉県
環境生活部自然保護課の事業費 (予算) の推移を
示したものである｡ 事業費は, 整備 (補修) 費
(以後, 整備費と表示) と施設管理運営費に分け
られている｡





ターは, 大房岬, 勝浦海中公園, 片貝, 上長井の
展望館の計 4箇所設置されており, 大房岬に 2名,
他は各 1名の管理者が常駐している｡
まず, 国定公園と県立自然公園も含めた総事業
費で見ると (括弧内は前年比率), 2001年度 1億
5,160万円, 02年度 1億 3,350万円 (12％減), 03
年度 8,570万円 (36％減), 04年度 8,010万円 (7
％減), 05年度 7,830万円 (2％減) と年々縮小さ
れている｡ 特に 2003年度は前年比で 36％と大き
く削減されている｡
このうち, 整備費の推移は, 2001年度 7,570万
円, 02年度 6,050万円 (20％減), 03年度 1,270
万円 (79％減), 04年度 1,280万円 (0.8％増), 05
年度 1,680万円 (31％増) となっている｡ これに
対して施設管理運営費は, 2001年度 7,590万円,
02 年度 7,300 万円 (4％減), 03 年度 7,300 万円
(0％), 04年度 6,730万円 (8％減), 04年度 6,150
万円 (9％減) と推移しており, この 5年間にお
いては, 整備費の削減率が施設管理運営費に比べ
て大きいことが分かる｡ これは, この期間, 自然
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事 業 費 事 業 費 事 業 費 事 業 費 事 業 費

























南 房 総 3,370 4,720 2,890 4,580 950 4,580 780 4,220 440 3,840
水 郷 筑 波 2,730 0 2,300 0 200 0 250 0 160 0







養老渓谷奥清澄 0 0 0 0 0 0 0 0 0
九 十 九 里 1,470 2,870 860 2,720 120 2,720 250 2,510 1,080 2,310
印 旛 手 賀 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
高 宕 山 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
嶺 岡 山 系 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
富 山 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
大 利 根 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
笠 森 鶴 舞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
小 計 1,470 2,870 860 2,720 120 2,720 250 2,510 1,080 2,310
合 計 7,570 7,590 6,050 7,300 1,270 7,300 1,280 6,730 1,680 6,150









推移 (表 4と図 3, 図 4) を見ると, 南房総国定
公園の整備費が 2001 年度 3,370 万円, 02 年度
2,890万円 (14％減), 03年度 950万円 (67％減),
04年度 780万円 (18％減), 05年度 440万円 (44
％減) となっている｡
水郷筑波国定公園の場合は, 2001年度 2,730万
円, 02年度 2,300万円 (16％減), 03年度 200万
円 (91％減), 04年度 250万円 (25％増), 05年
度 160万円 (36％減) となっている｡
一方, 施設管理運営費は, 南房総国定公園では
2001年度 4,720万円, 02年度 4,580万円 (3％減),
03年度 4,580万円 (0％), 04年度 4,220万円 (8
％減), 05年度 3,840万円 (9％減), となってい
る｡
水郷筑波国定公園の施設管理運営費はゼロであ






年度 整備 (補修)費 施設管理運営費 総事業費
2001 7,570 7,590 15,160
2002 6,050 7,300 13,350
2003 1,270 7,300 8,570
2004 1,280 6,730 8,010













2001 3,370 4,720 2,730 0
2002 2,890 4,580 2,300 0
2003 950 4,580 200 0
2004 780 4,220 250 0
















れないが, 九十九里自然公園の面積は 3,253 ha
で, もっとも面積の小さい大利根自然公園 (503
ha) の約 12倍の面積を有するが, 印旛手賀自然
公園 (6,606 ha) や養老渓谷奥清澄自然公園
(2,790 ha) への整備や管理運営に千葉県の自然
保護課では予算が取られていない｡ 表 5は, 九十
九里自然公園の事業費の推移をまとめたものであ
る｡ これによると, 施設管理運営費の推移は,
2001年度 2,870万円, 02年度 2,720万円 (5％減),
03年度 2,720万円 (0％), 04年度 2,510万円 (8





で, それぞれ 1,470 万円, 860 万円 (41％減),
120万円 (86％減), 250万円 (108％増), 1,080
万円 (332％増) と, 施設管理運営費と異なり年
度ごとにばらつきが見られる｡ 2001年と 2003年
度では 12倍以上異なる (図 5参照)｡














1990年次の利用者数が 1,009万人, 翌年の 91年
次には 1,381万人, 92年次には 2,062万人と急増
した｡ その後, 1,882万人 (93年次), 1,748万人
(94年次) と利用者数は減り, 02年次までは, 約
1,700万から 1,900万人弱の間で推移した｡ 03年
次に 1,956 万人と上昇したものの, 04 年次には
1,691万人と減少している｡
これに対して南房総国定公園の場合は, 71年
次から 80年次までは, 73, 78, 79年次の 3年間
を除き, 1,600万人の利用者数で推移している｡




九 十 九 里









続けて 1,605万人までなった後, 92年次までの 4
年間 1,800万人前後で推移した｡ 93年次に 1,593
万人と減少した後, 約 1,600万人から 1,750万人
弱で 01年次まで推移した｡ 02年次から利用者数
は落ち込み, 04年次には 1,259万人まで減少した｡
03年次から 04年次の約 13％の減少は, 観光客が
61％減少したことと, 利用者数の見込み調査の方
法が変わったためと環境省では述べている｡



























































































































水 郷 筑 波 南 房 総












































利用したが, 翌年には 5万 8千人 (28％) 増の 26
万 8千人に利用者数が増えた後, ほぼ横ばいで推
移している｡ 館山集団施設地区に関しては, 2000
年次の 47万 5千人から 03年次まで利用者は減少


































































































































































備が進んでいない｡ 実際に銚子, 館山, 鴨川, 佐

























































1952 (昭和 27) 年の ｢千葉県産業経済振興計画｣
を皮切りに次々と産業振興計画を打ちたて, 1958
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(昭和 48) 年の ｢第四次総合 5ケ年計画｣ で埋め




































リドアー (緑道) を確立し, 千葉県独自のリージョ
ナル・パークシステム [Regional Park System]
を確立すべきである｡ このパークシステムは現在















































いるが, 平成 13年度から 16年度にかけての自然
公園法又は自然環境保全法に基づく許認可・届出




















千葉県の自然公園をまもり, 愛し, 育てる ｢友
の会｣ や ｢サポーターズクラブ｣, ｢自然公園ファ





























た自然の風景地であって, 環境大臣が第 5条第 2
項の規定により指定するものをいう｣ と自然公園





園が Cランクなのである｡ したがって, 訪れる
人々のイメージの中にも Cランクの公園という
意識がはいってくるのではないだろうか｡ アメリ
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用転換動向等調書』, 2001年, 2002年, 2003年,
2004年｡













写真 1 ｢東洋のドーバー｣ といわれる屏風ヶ浦の
風力発電 (水郷筑波国定公園からの展望)
写真 2 解説標識が壊れ, 修理されないまま下に
置かれている (笠森・鶴舞自然公園)
写真 3 笠森観音は ｢国指定需要文化財となっており,
こういった文化資源と自然公園の利用を
つなげたい (笠森・鶴舞自然公園)
